







その他のタイトル The Word “Chinkon (requiem)” in Modern Times
: A critical view of the word - No.1












































岩波書庖の f広辞苑j第一版 (1955年子IJ)と現行の第七版 (2008年刊)の「鎮魂Jの意味を調
べると、意味が変わっている O 正しくいうと意味が加わっている O 第一版では「魂をおちつけ




A r鎮魂j①魂をおちつけしずめること O たましずめ。②死者の魂をなぐさめしずめること O
B r鎮魂'1有心J精神をしずめて無念無想、となり、一切を蔀げて神明に帰依すること O
c r鎮魂祭j①たましずめのまつり O ②神葬で死者の魂を鎮める祭典。







さらに調べていくとこの改変は1983年 f広辞苑j第三版からである O 第二版増補版が1976年刊
なのでこの間に記述が変わった。この間にA-②の意味が加わったのは、それなりの社会背景
































となっている o r金1+1城南鎮魂祭Jの記事をよく見ると r(前略)中央に祭壇を築き招魂の碑と
書したる大方柱を立て種々の供物いかめしく備え各隊より奉納せし慰魂の旗数旋あり(後略)J
とある O 鎮魂・招魂-慰魂の三語が混用されている O 西村明によれば「慰霊jの語が使われる
のは、日清戦争誼後の明治30年頃としているのと一致する o r鎮魂jの語は向明治28年10月17日
に[騎兵隊戦死者鎮魂祭JI苛12月5日「鎮魂祭と冬牡丹J4といういずれも日清戦争戦死者関連























































































いる O 戦中の重苦しい雰囲気がもたらした流行であろうか。 r広辞苑』のDにあたる。欧米の葬
儀を鎮魂祭と訳すのは明治期から散見する O レクイエムを鎮魂出と訳すのには異論もある160 こ




























ても確かめられる O 明治大正期の鎮魂を冠した本は 4冊、いずれも前述した近代古神道鎮魂行













1966~70 21冊 1991~95 149冊









































書房・ f政濯する怨霊J2007吉川弘文館・ f崇徳院怨霊の研究j2001思文閣出版・大江篤 f日本
古代の神と霊J2007臨)1書癌. r特集吉代に見る御霊と信仰 国文学 解釈と鑑賞JNO.802 
1998-3至文堂











6大江志乃夫 f靖国神社jp 130----131 
7初版{広辞苑j慰霊一死者の霊魂をなぐさめること O 慰霊祭一死者の霊魂をなぐさめるために
行う祭典。招魂-①昔、中国で人の死んだ時、屋上に上がって死者の魂をまねきかえらせたこ














長津雄楯推薦 定価金参臨 静岡市外北安東汲古書屋発行 宣伝文に「言々句々驚異の大文字、
一切極意解放、修行容易、皇国吉停の秘法悉く此一巻に結集す、読みて実効を挙げ難き世間の
流行霊術書と同一視する勿れ、初版売切次第絶版とす。
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